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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　運行管理の対象となる路線バスの経路情報等の運行管理に必要な各種情報に加えて前記
路線バスが運行経路内の各交差点を各々青信号・無停止で通過するための走行条件算出に
必要な各種情報、を有するセンター装置、
　バス停留所毎に設置されるバス停装置、および運行管理の対象となる路線バスに搭載さ
れ車両位置特定機能を有する車載装置、
　から構成され、
　センター装置は、路線バスに搭載された車載装置から通報される交差点通過情報を得て
、当該路線バスが次に通過すべき交差点の特定および特定された次に通過すべき交差点を
青信号・無停止で通過するための走行条件を算出する、
　また直前に通過した交差点から次に通過すべき交差点までの間にバス停留所があり乗客
乗降のため当該路線バスが当該バス停留所に停車した場合、センター装置は当該路線バス
に搭載された車載装置からの発車準備完了信号を得て、改めて当該路線バスが次に通過す
べき交差点を青信号・無停止で通過するための当該バス停留所から次に通過すべき交差点
までの間の走行条件を算出する、
　路線バスが前記センター装置で算出・通報された走行条件で交差点無停止走行を開始後
は、センター装置は交差点通過後あるいはバス停留所通過後一定時間経過毎に車載装置か
ら通報される車両走行距離情報を得て、修正走行条件の算出を行う、
　前記センター装置で算出された修正走行条件は都度車載装置に通報され、通報を受けた
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車載装置を搭載する路線バスは走行条件を前記通報された修正走行条件に順次更新しつつ
次の交差点まで走行し当該交差点を青信号・無停止で通過する、
　ことを特徴とする交差点無停止走行制御機能を有する路線バス運行管理システム。
【請求項２】
　バス停装置にバス停留所でバス到着を待つ乗客の当該路線バスへの乗車有無を検知する
乗車検知機能を、また車載装置に次のバス停留所での乗客の降車意志の有無を検知する降
車検知機能を、各々付加し、センター装置において前記バス停装置および車載装置から通
報される乗客の乗降車有無情報から次のバス停留所での当該路線バスの停車の必要有無を
事前に判定して当該路線バスに通報し、通報を受けた路線バス運転者は通報された情報に
従って次のバス停留所の停車／通過を行うことを特徴とする請求項１記載の路線バス運行
管理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  本願発明は、路線バス運行中における交差点およびバス停留所での停車頻度を削減する
ことによって、あるいは運行経路のあらかじめ定まっている車両の交差点での停車頻度を
削減することによって、燃料消費量、排出ガス量の削減、および車両運行の定時性・安全
性の向上、を可能にする路線バス運行管理システムあるいは車両運行管理システムに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　現在一部バス事業体では「バス総合情報システム」等のバス情報システムが実用化され
ている。
　上記バス情報システムにおいては、バスの経路情報、乗り換え情報、時刻情報等、に加
えて、バスに搭載したＧＰＳ受信機でバスの現在位置を特定し、その情報からバス現在位
置あるいはバス停留所への到着予想時刻等のリアルタイムバス運行情報を利用者に提供し
ている（非特許文献１）。
　即ち、現在のバス情報システムの直接的目的は利用者へのバス運行情報提供による利便
性向上にある。
【０００３】
　一方、路線バスのみならず車両の交差点での赤信号による停止回数を極力少なくするこ
とによって、車両の交差点停止のための減速、停止後の発進・加速による燃料消費量、排
出ガス量を削減し、また車両の交差点通過をもスムース化して交差点周辺における渋滞の
軽減を可能とするシステムとして「交差点無停止走行制御システム」あるいは前記「交差
点無停止走行制御システム」を路線バスに限定・特化して適用した「路線バス運行管理方
法・システム」が提案されている（特許文献１、特許文献２、特許文献３、特許文献４）
。
【０００４】
【非特許文献１】国土交通省自動車交通局、「初めての人にも利用しやすいバス交通サー
ビスの実現に向けて」http://www.mlit/go/jp/jidosya/busloca/index.html
【特許文献１】特開２００６－０３１５７３
【特許文献２】特開２００８－０４６９９８
【特許文献３】特開２００８－０５９４９３
【特許文献４】特開２００８－０６５７２３
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本願発明は、上記バス情報システムに、「交差点無停止走行制御システム」を合理的に
結合させることによって、バス情報システムが本来有していた利用者への利便性に加えて
、燃料費量節減、排出ガス量の削減、あるいはバスおよびバスを交えて走行する一般車両
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の交差点のスムースな走行化による交差点周辺での渋滞軽減・安全走行をも可能にし、路
線バス運行の定時性の確保にも寄与することのできるシステム、あるいは路線バスを対象
とした前記本願発明によるシステムの適用範囲を一般車両にも広げたシステム、を提供し
ようとするものである。
【０００６】
　即ち、従来のバス情報システムのバス用装置及びセンター装置を基本構成とし、それら
の構成・機能を一部拡大・付加・高度化することによって、前記「交差点無停止走行制御
システム」を前記バス情報システムに合理的に取り込み、比較的簡易に両システムの特徴
を生かした新しいシステムを実現しようとするものである。
【０００７】
　上記の如く交差点あるいはバス停留所での停止を削減する本願発明は、路線バスの燃料
消費量削減あるいは排出ガス量削減効果のみならず、路線バスに追従走行する一般車両の
交差点無停止走行も可能にすることによるバス路線での一般車両を含む車両走行の円滑化
、渋滞発生の恐れの低減、バスの定時運行化、さらには近年減少しつつある路線バス利用
客の路線バス利用回帰、にも貢献できるものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　以下、路線バスを適用対象としたシステムを主体に説明する。
　システムはセンター装置、路線バスに搭載される車載装置、およびバス停留所毎に設置
されるバス停装置から構成する。
　センター装置は、路線バスの運行管理に必要な各種情報、すなわちバス路線情報、路線
内の交差点位置情報、バス停留所位置情報等を有すると共に、交差点無停止走行制御に必
要な各種情報（交差点信号状態情報、交差点間道路（走行）距離情報、バス停留所－交差
点間道路（走行）距離情報、各道路の許容最高走行速度情報等）を有し、かつ路線バスの
運行および走行制御の主体としてバス停装置および車載装置との必要情報の授受を行う。
【０００９】
　車載装置はセンター装置の制御の下、自車の位置情報（絶対位置情報および直前に通過
した交差点あるいはバス停留所からの走行距離情報等）、走行速度情報、乗客の降車意志
情報、およびバス停留所への通報情報等を算出・検知して自車のＩＤ情報と共に無線通信
機能によってセンター装置に通報するとともに、センター装置からの走行条件、修正走行
条件、次のバス停留所での乗客の有無情報等の各種情報を受信して路線バス運転者に表示
する。
【００１０】
　バス停装置は、乗客の乗車予定路線情報をセンター装置に通報すると共に、センター装
置から当該路線バスの現在位置情報、当該バス停への到着までの所要時間等を受信して乗
車予定の乗客に表示する。
【００１１】
　先ず、本願発明の基本となる「交差点無停止走行制御方法」について、その概要を以下
に示す。
　「交差点無停止走行制御方法」の基本は、図１および図２に示す如く、交差点Ａから道
路距離Ｄ上流にある地点Ｐを時刻 t1p ～ t3p の交差点Ａの１信号周期Ｔp の間に通過す
る車両Ｃ1、Ｃ2、・・・Ｃn を、時刻 t2a ～ t3a の交差点Ａ青信号期間Ｔg の間に交差
点Ａを通過するよう地点Ｐにおいて車両Ｃ1、Ｃ2、・・・Ｃn 個々にあるいは車両の地点
Ｐ通過時刻毎に走行条件あるいは走行条件算出に必要な各種情報を提示し、車両Ｃ1、Ｃ2
、・・・Ｃn は提示されたあるいは算出された走行条件で交差点Ａまで走行して交差点Ａ
を無停止で通過するものである。
【００１２】
　ここで、図１に示す方式と図２に示す方式の違いは、
　図１においては、車両の地点Ｐ通過時刻 tp に対する交差点Ａ到着時刻 ta の関係を、
（数１）を満足するように設定するのに対し、
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  図２においては、（数２）の如く設定するところにある。
【００１３】
　即ち、図１の方式においては、地点Ｐの通過時刻 tp の時刻 t1p からの差時間 （tp 
－t1p）の信号周期Ｔp に対する割合が、交差点Ａへの到着時刻 ta の時刻 t2a からの差
時間 （ta －t2a）の青信号継続時間Ｔg に対する割合に一致するように交差点Ａ到着時
刻 ta を設定するのに対し、
　図２の方式においては、地点Ｐ通過車両に対して、許容最高走行速度Ｖmax 以下の範囲
内で最短時間で交差点Ａに到着するように交差点Ａ到着時刻 ta を設定するところにある
。
【００１４】
　（数１）
　  （tp －t1p）／（ta －t2a） ＝Ｔp／Ｔg　
【００１５】
　（数２）
　　　ta ＝t2a　　　　　　　　　但し tp ＜ （t3p－Ｔg）　の場合
　あるいは、
　　　t3a － ta ＝t3p － tp 　　但し（t3p－Ｔg）≦ tp ＜ t3p 　の場合　
【００１６】
　従って、地点Ｐにおいて交差点Ａに向かう車両に対して提供される地点Ｐ－交差点Ａ間
推奨所要時間 topt 、推奨走行速度 vopt は、図１に示す方式、図２に示す方式とも各々
（数３）、（数４）で示されることになる。
【００１７】
　（数３）
　　　topt ＝ ta － tp　
【００１８】
　（数４）
　　　vopt ＝ Ｄ／topt　
【００１９】
　上記の如く車両は地点Ｐにおいて当該車両の地点Ｐ通過時刻 tp に対応した推奨所要時
間 topt 、推奨走行速度 vopt の走行条件を通報され、通報された走行条件で交差点Ａに
向けて走行するのであるが、実際の走行においては通報された走行条件からずれてしまう
恐れもある。
　この問題を解決する方策として車両側において地点Ｐ通過後の経過時間 Δt および走
行距離 ΔＤ を計数しつつ走行し、経過時間 Δt が一定時間Ｔ変化するごとに、修正推
奨所要時間 toptt、修正推奨走行速度 voptt の修正走行条件を（数５）および（数６）
を用いて算出し、車両をこの一定時間Ｔ毎に修正される最新の修正走行条件に順次更新し
つつ交差点Ａまでの間を走行する。
【００２０】
　 (数５）
　　　toptt＝ topt－Δt 
【００２１】
　 (数６）
　　　voptt＝（Ｄ－ΔＤ）／toptt ＝（Ｄ－ΔＤ）／（topt－Δt）≦Ｖmax　
【００２２】
　但し上記図１の方式、図２の方式の場合共、交差点Ａに向けての走行中前方走行車に遭
遇した場合は、安全車間距離を保って前方走行車に追従走行しなければならないことは共
通の大前提である。
【００２３】
　本願発明においては、上記図１、図２における地点Ｐを交差点Ａの一つ上流の交差点あ
るいは交差点Ａの上流にあるバス停留所とし、前記交差点あるいはバス停留所を時刻 t1p
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 ～ t3p の交差点Ａの１信号周期Ｔp の間に通過する路線バスは時刻 t2a ～ t3a の交差
点Ａ青信号期間Ｔgの間に交差点Ａを通過するよう地点Ｐ、すなわち前記交差点Ａの一つ
上流の交差点あるいは交差点Ａの上流にあるバス停留所、においてセンター装置から車載
装置に走行条件を提示し、前記走行条件を提示された路線バスは提示された走行条件で、
あるいはその後の走行状態即ち前記経過時間Δt および走行距離ΔＤに対応してセンター
装置で修正された修正走行条件で交差点Ａまで走行することによって交差点Ａを無停止で
通過する。
【００２４】
　一方、バス停留所を上記図１、図２の場合の地点Ｐとせずに、交差点Ａの一つ上流の交
差点のみを地点Ｐとする、すなわち途中のバス停留所の有無にかかわらず交差点Ａの一つ
上流の交差点通過時にのみ走行条件を算出し、バス停留所停車後の交差点Ａに向けての走
行条件は前記交差点Ａの一つ上流の交差点通過時に算出した走行条件のその後の走行に対
応した修正走行条件で対応する方法も考えられる。但しこの場合は、前記修正走行条件算
出タイミングが路線バスがバス停留所発車直後になるとは限らず目標とする交差点の青信
号・無停止通過を達成するためにはバス停留所通過後の走行中に急激な走行条件変化をし
なければならない状態が起こる恐れがある。
【００２５】
　上記においては、本願発明の対象として路線バスを対象とした路線バス運行管理システ
ムとして説明したが、走行経路のあらかじめ設定されている車両、たとえば定期便のトラ
ックあるいはカーナビゲーション装置を搭載し経路探索があらかじめ行われ走行経路が判
明している一般車両等、であって前記車両に搭載された車載装置において自車位置の特定
、例えば交差点到着・通過および前記交差点からの現在位置までの走行距離特定、が可能
な車両、においても同様な考え方で交差点無停止走行制御をおこなうことができる。
【００２６】
　さらに、上記においては走行経路があらかじめ設定されている車両を対象とするとした
が、走行経路があらかじめ設定されていない車両においても、センター装置において車載
装置が特定した車両位置情報から車両が次に通過すべき交差点の特定ができかつ当該車両
が次に通過すべき交差点を青信号・無停止で通過するための走行条件算出に必要な各種情
報を有している場合は、本願発明の基本的考え方に基づいた車両運行管理システムの実現
は可能である。
  ここで車載装置からセンター装置に通報される車両位置情報とは、例えばＧＰＳ受信機
等で特定される車両の絶対位置情報および直前に通過した交差点からの走行距離情報であ
って、前記情報および直前にセンター装置に通報された同種情報からセンター装置におい
て車両が現在走行中の道路の特定従って次に通過すべき交差点の特定ができかつ車両現在
位置から前記特定された次に通過すべき交差点までの間の走行距離の特定ができる位置情
報をいう。
【００２７】
　次に、路線バス運行管理システムにおいて、バス停留所での路線バスの停車回数を削減
する方法について述べる。
　バス停留所にバス停装置を設置し、バスに乗車しようとする乗客は乗車を予定している
路線を入力する（例えばバス停装置に表示されている路線名中から乗車予定の路線を指示
する）。
　これは乗車を予定している客に従来に比べて余分な動作を強いることになるが、前記入
力結果はセンター装置に通報されることによってセンター装置からバス停装置に当該バス
の概略の現在地情報、当該バスが当該バス停留所到着までの概略所要時間等を通報するこ
とが可能となり、それら情報をバス停装置の表示部に表示することによって乗客の利便性
向上に役立つことになる。
【００２８】
　上記の如くバス停における当該路線バスへの乗客の有無をバス停留所、センター装置経
由で当該路線バスが当該バス停留車に到着以前に通報されることによって、路線バス運転
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者は、従来の如く当該バス停留所で路線バスの到着を待つ乗客がいる場合それら乗客が当
該路線バスを待っていない場合、すなわち他路線の路線バスを待っている場合、でも当該
停留所に一旦停車して当該路線バスへの乗客無を確認する無駄を省くことができる。
【００２９】
　また当該路線バスがバス停留所において停車して乗降客の乗降が済んで当該路線バスの
発車準備が出来たことは、当該路線バスの乗客乗降用のドアが閉まったこと等で検知して
車載装置からセンター装置に通報することによって、センター装置における当該バス停留
所から次に通過すべき交差点間の交差点無停止走行条件の算出および算出結果の走行条件
の当該路線バスへの送信が可能となる。
【００３０】
　以上の操作によって、従来バス停留所において乗降客がいないにもかかわらず一旦バス
停留所に停車するあるいは減速する頻度は低減し、バス停留所での無駄な停車あるいは減
速、停車・減速の後の加速、による燃料消費量・排出ガス量の削減が可能となる。
【発明の効果】
【００３１】
　上記の如く従来のバス情報システムに前記「交差点無停止走行制御システム」機能を合
理的に付加する本願発明によって、路線バス利用者に対する利便性向上に加えて、路線バ
ス運行事業者に対する燃料節約効果、排出ガス削減効果、渋滞発生頻度の低減および走行
安全効果をもたらし、路線バスの定時運行に大きく貢献することができる。
【００３２】
　また本システムで運行されている路線バスに追従走行する一般車両に関しても、バス停
留所での停車頻度の低減による発車待ちの間のイライラ低減効果は勿論、ほとんどの追従
車両の交差点無停止通過も可能となることから、本「路線バス運行管理システム」は単に
路線バスに対する効果だけでなく一般車両の燃料消費量及び排出ガス量の低減にも有効と
なる。
【００３３】
　また、上記本願発明においてはセンター装置が主体となって路線バスの走行条件、修正
走行条件の算出、バス停留所での停車の必要有無判定、を行うとしているがこれに代えて
、車載装置側でセンター装置からの必要な情報を得て、走行条件あるいは修正走行条件を
算出する方法もある。
　しかし後者の場合、バス運行秩序・定時性の維持の問題、あるいは車載装置の負荷の問
題等に加えて、走行条件あるいは修正走行条件算出のための交差点信号状態情報を直接車
載装置に提供することになり、提供した交通信号状態情報が悪用される、すなわち、車両
ドライバーが交通信号が赤になるタイミングを事前に知って赤になる直前にあるいは赤に
なった直後に制限速度を無視してあるいは無理な追い越しをして交差点を通過しようとす
る等、の交通管理者の懸念事項も発生するおそれがある。
  一方センター装置主体で走行条件、修正走行条件の算出を行う方法は交通信号状態情報
は車両側には公開されないことから前記懸念はない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３４】
　車載装置とセンター装置間およびバス停装置とセンター装置間無線通信機能としては、
データ通信可能な携帯電話あるいはＰＨＳのごとき公衆無線回線の利用が有効である。
　さらにセンター装置から車両装置に提示される走行条件あるいは修正走行条件に従って
の走行を、車両運転者の手動運転操作として行う方法の他に、車両に自動側制御装置を装
着し、前記自動速度走行装置に前記走行条件あるいは修正走行条件である推奨走行速度あ
るいは修正推奨走行速度を設定速度として設定することによって行う方法がある。後者の
方法が走行の正確性、安全性上より効果的であるといえる。
【実施例１】
【００３５】
　図３に本願発明による路線バス運行管理システムの構成例を、
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　図４に、図３路線バス運行管理システム構成例中の車載装置の概略動作手順を、
　図５に、図３路線バス運行管理システム構成図中のセンター装置の演算制御部、無線通
信部の概略動作手順を、
　それぞれ示す。
　図３において、１０は路線バスに搭載する車載装置、２０はバス停留所に設置するバス
停装置、また３０はシステムの主体となるセンター装置、を各々示す。
【００３６】
　車載装置１０は、位置特定部１１、表示部１２、および無線通信部１３、で構成される
。
　位置特定部１１は、ＧＰＳ受信機等による特定地点、例えば路線バスが直前に通過した
交差点あるいはバス停留所、の位置特定機能、前記特定地点からの走行距離ΔＤを計数す
る走行距離計数機能、を有する。
　表示部１２は、主としてセンター装置からの路線バス運転者に対する指示情報、例えば
路線バス走行条件、次のバス停留所における停車の必要有無情報、バス停留所において停
車した場合の発車可否情報等、を表示する。
【００３７】
　無線通信部１３は、センター装置３０に対して位置特定部１１で検知された当該路線バ
スの交差点到着・通過あるいはバス停留所到着情報、あるいは交差点到着・通過到着以後
の経過時間Δt の一定時間Ｔ毎の経過時間 ｎ・Ｔ 情報および走行距離ΔＤ情報、路線バ
スが走行中か停車中かの情報、次のバス停留所での乗客降車の有無情報、路線バスがバス
停留所で停車した場合の発車準備終了か否かの情報等、を当該路線バスのＩＤ情報、たと
えば車両番号等、とあわせてセンター装置３０に送信すると共に、
　センター装置３０からの当該路線バスの交差点無停止走行のための走行条件あるいは修
正走行条件、次のバス停留所での停車の必要有無情報、発車の可否情報等、を受信する。
【００３８】
　以下に車載装置１０の交差点無停止走行関連及びバス停留所での停・発車関連の概略動
作手順について図４を用いて説明する。
　４０１は、動作開始点、 
　４０２は、交差点無停止走行中であることを示すＦＬＧ（ＦＬＧ：１が交差点無停止走
行中であることを示す）のリセット処理、
  ４０３は、位置特定機能が交差点到着・通過を検知したか否かを判定する交差点通過判
定処理、であり、ここで交差点通過を判定して初めて交差点無停止走行が開始される。
　４０４は、当該路線バスが交差点通過したことを通過した交差点名あるいは交差点位置
と合わせてセンター装置３０に通報する交差点通過通報処理、
【００３９】
  ４０５は、交差点無停止走行を開始したことを示すためのＦＬＧセット処理、
  ４０６は、当該路線バスの交差点通過あるいはバス停留所発車からの経過時間Δt を初
期化するΔt 初期化処理、
  ４０７は、上記経過時間Δt が一定時間Ｔの何倍になったかを計測するためのｎ値の初
期化処理、
  ４０８は、当該路線バスの交差点通過、あるいはバス停留所発車からの走行距離ΔＤ初
期化処理、
【００４０】
　４０９は、センター装置３０から何らかの情報の受信の有無を検知するセンター装置か
らの情報受信検知処理、
  ４１０は、センター装置３０から送られてきた情報が次に通過すべき交差点無停止通過
のための走行条件あるいは修正走行条件か否かを判定するする、走行条件受信判定処理、
  ４１１は、処理４１０においてセンター装置３０からの情報が走行条件あるいは修正走
行条件であると判定された場合、受信した走行条件あるいは修正走行条件を表示部１２に
表示して路線バス運転者に知らしめ、運転者は表示された走行条件あるいは修正走行条件
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で交差点に向けて走行する走行条件表示処理、
【００４１】
　４１２は、前記交差点通過後あるいはバス停留所発車後の経過時間Δt が一定時間Ｔの
整数倍 n・Ｔに達したか否かを判定するΔt 判定処理、
  ４１３は、処理４１２においてΔt が一定時間Ｔの整数倍に達したと判定した場合、前
記Δt と合わせてその時の走行距離ΔＤをセンター装置３０に送信するΔＤ送信処理、
  ４１４は、ｎ値インクリメント処理、
【００４２】
  ４１５は、処理４１０においてセンター装置３０から送られてきた情報が走行条件ある
いは修正走行条件ではないと判定した場合、送信情報は次のバス停留所における停止指示
情報であるとして表示部１２に「次のバス停留所で停止」を表示する停止表示処理、
  ４１６は、当該路線バスにおいて例えば乗客乗降用ドアの開閉状態から乗客の乗降が完
了したか否かを判定して当該路線バスの発車可否を判定する発車可否判定処理、
  ４１７は、処理４１６において発車可と判定した場合、センター装置３０に対して当該
路線バスは当該バス停留所発車準備が完了した旨を送信する発車準備完了送信処理、であ
り本処理終了後は処理４０６に戻って改めて当該バス停留所を始点とした次に通過すべき
交差点に向けての交差点無停止走行の開始処理を行う。
【００４３】
　次に、バス停装置２０は、行先ボタン２１、表示部２２、および無線通信部２３、で構
成される。
　行先ボタン２１は、バス停で待っている乗客が乗車予定の路線バスの行先（あるいは路
線番号等）の表示されているボタンを押すことによって、当該路線バスへの乗車意思を明
らかにすると共に、当該路線バスの運行状況、すなわち現在位置あるいは当該バス停留所
への到着所要時間の概要の表示装置２２への表示を要求する。
　無線通信部２３は、前記乗客の行先ボタン２１押下信号をセンター装置に送信すると共
に、センター装置３０からの当該路線バス運行の概況情報即ち当該路線バスの現在位置あ
るいは当該バス停留所までの所要時間等を受信して前記表示部２２への表示情報とする。
【００４４】
　センター装置３０は、交通信号状態情報取得部３１、運行管理データベース３２、演算
制御部３３、および無線通信部３４、で構成される。
　交通信号状態情報取得部３１は、本センター装置３０が管理する全路線バス経路中の各
交差点について各々現時刻における信号状態、青信号点灯時刻・青信号滅灯時刻等の信号
遷移時刻情報、信号周期情報等を交通管制センターあるいは交通信号制御機から取得・保
持・更新する。
　運行管理データベース３２は、本センターが管理する全路線バスの運行管理あるいは交
差点無停止走行制御に必要な各種データ、例えば各路線バスの運行経路、運行経路中の交
差点位置、バス停留所位置、交差点間道路距離、交差点－バス停留所間道路距離、経路中
の各道路の許容最高走行速度、運行時刻表等、を保持する。
【００４５】
　演算制御部３３は、路線バスが一つの交差点に到着・通過したことを、あるいはバス停
留所停車中の路線バスが発車準備完了した旨を、車載装置１０からの通報で検知した後、
次の交差点に対して交差点無停止走行を行うための走行条件算出に必要な各種情報を交通
信号状態情報取得部３１および運行管理データベース３２から選択・抽出し、次に通過す
べき交差点を青信号・無停止で通過するための走行条件を算出する。また車載装置１０か
ら直前の交差点通過後あるいはバス停留所発車後の経過時間 ｎ・Ｔ 情報および走行距離
ΔＤ情報を前記経過時間Δt の一定時間Ｔ経過毎に得て、次に通過すべき交差点を青信号
・無停止で通過するための修正走行条件の算出を行う。
　また、バス停装置からの乗客の行先情報（路線情報）を得た場合は、前記路線のバスの
現在位置あるいは前記乗客の待つバス停留所到着までの概略所要時間を算出する。
【００４６】
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　無線通信部３４は、車載装置１０およびバス停装置２０との間で前記各種情報の送受を
行う。
　即ち車載装置１０からの、交差点到着・通過情報、バス停留所発車準備完了情報、およ
び前記交差点通過あるいはバス停留所発車後の経過時間Δt の一定時間Ｔ経過毎の経過時
間 ｎ・Ｔ 情報、車両走行距離ΔＤ情報の受信、車両装置１０への当該路線バスが次に到
着すべき交差点を青信号無停止で通過するための走行条件あるいは修正走行条件の送信、
またバス停装置２０からの、行先（路線番号）情報の受信、バス停装置２０への当該路線
バスの現在位置情報あるいは当該バス停までの概略所要時間の送信、を行う。
【００４７】
　以下にセンター装置３０中の演算制御部３３および無線通信部３４の交差点無停止走行
関連及びバス停留所での停・発車関連の概略動手順について図５を用いて説明する。
　５０１は、動作開始点、 
　５０２は、車載装置１０からの送信の有無を判定する車載装置からの送信検知処理、
　５０３は、車載装置１０からの送信が交差点通過信号であるか否かを判定する交差点通
過判定処理、
【００４８】
  ５０４は、処理５０３において車載装置１０からの送信が交差点通過信号であった場合
、当該路線バスの通過した交差点位置情報および運行管理データベース３２に保持されて
いる運行経路情報から当該路線バスが次に通過すべき交差点を特定する、次に通過すべき
交差点特定処理、
　５０５は、処理５０４で特定された次に通過すべき交差点を青信号無停止で通過するた
めの各種情報を交通信号状態情報取得部３１および運行管理データベース３２から選択・
抽出する走行条件算出情報抽出処理、
  ５０６は、処理５０５で選択抽出された次に通過すべき交差点を青信号無停止で通過す
るための走行条件算出に必要な情報から走行条件を算出する走行条件算出処理、
【００４９】
  ５０７は、前記処理５０３において車載装置１０からの送信情報が交差点通過信号で無
いと判定された場合、送信情報が交差点通過あるいはバス停留所発車後一定時間Ｔ毎に送
信される経過時間ｎ・Ｔ情報および走行距離ΔＤ情報か否かを判定するΔＤ情報判定処理
、
  ５０８は、処理５０７において、車載装置１０からの送信情報がｎ・Ｔ情報およびΔＤ
情報であると判定された場合、修正走行条件を算出する修正走行条件算出処理、
　５０９は、前記処理５０７において車載装置１０からの送信情報がｎ・Ｔ情報および走
行距離ΔＤ情報でもないと判定された場合は、送信情報が当該路線バスがバス停留所に乗
客乗降のため停車した後乗客乗降が完了したとこを表す発車準備完了信号か否かを判定す
る発車準備完了判定処理、
【００５０】
　５１０は、処理５０９において、車載装置１０からの送信情報が発車準備完了信号であ
ると判定した場合、処理５０４で特定された次に通過すべき交差点を青信号無停止で通過
するための各種情報を交通信号状態情報取得部３１および運行管理データベースから改め
て選択・抽出する走行条件算出情報抽出処理、
  ５１１は、処理５０６で算出された走行条件に代えて改めてバス停留所を始点とした修
正走行条件を算出する走行条件算出処理、
  ５１２は、処理５０６、あるいは処理５０８、あるいは処理５１１で算出された走行条
件あるいは修正走行条件を車載装置に送信する走行条件送信処理、
【００５１】
  ５１３は、バス停装置２０からの送信の有無を判定するバス停装置からの送信判定処理
、
　５１４、５１５は各々、受信した情報が処理５１３においてバス停装置２０からのもの
であると判定された場合、車載装置１０から送信されている当該路線バスが直前に到着・
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通過した交差点情報あるいはその後の走行距離ΔＤ情報等から各々現在の当該路線バス位
置および当該バス停留所までの所要時間を算出するバス位置算出処理及び所要時間算出処
理、
　５１６は、処理５１４、処理５１５結果をバス停装置２０に送信するバス停装置への送
信処理、
  である。
【００５２】
　以上の如くシステムを構成・動作させることによって路線バスは経路中の交差点を、途
中当該路線バスの正常走行を妨げる渋滞・事故等がない限り、青信号・無停止で通過する
ことができる。
　またバス停留所への停車を、当該路線バスへの乗車客あるいは当該路線バスからの降車
客がいる場合に限定して、行うことができる。
  その結果路線バスの交差点での停車頻度を大幅に削減でき、燃料消費量・排出ガス量の
削減と同時に安全で円滑な定時運行も可能となる。
【実施例２】
【００５３】
　実施例１においては、路線バスの交差点通過時において、次に通過すべき交差点までの
間のバス停留所有無に関係なく、次に通過すべき交差点を青信号・無停止で通過するため
の走行条件を算出して路線バスに通報し、交差点無停止走行を行わしめ、途中にバス停留
所があってそのバス停留所に乗客乗降のため停車する場合は改めてバス停留所からの走行
条件を算出しているが、
  交差点間にバス停留所がある場合はバス停留所での停車の有無に無関係に交差点からバ
ス停留所までの間は自由走行（一般的には許容最高走行速度に近い速度での走行）させ、
バス停留所発車時あるいは通過時から交差点無停止走行の対象となる交差点までの間のみ
交差点無停止走行させる方法もある。
　この方法では、交差点間走行時間の平均値は短くできるという長所はあるが、路線バス
がバス停留所に停車の必要がない場合においては、バス停留所通過の前後において走行速
度差が大きくなって安全走行に支障をきたす恐れもある。従って本方法を採用する場合は
交差点間のバス停留所位置、あるいは前記バス停留所における想定される停車時間等を考
慮し前記走行速度差が安全走行に支障をきたさないよう注意する必要がある。
【実施例３】
【００５４】
　実施例１は路線バスを対象にした交差点無停止走行の実施例であるが、一般車両におい
て、その車両の走行経路があらかじめ定まっている場合、たとえば定期便のトラック等、
あるいはカーナビゲーションシステムを装着し走行経路があらかじめ経路探索によって定
まっている場合等は勿論、車両の走行経路があらかじめ定まっていなくても一つの交差点
通過後に次に通過すべき交差点を特定できれば、
  センター装置において走行予定の経路上の交差点信号状態情報あるいはその他交差点無
停止走行のための走行条件算出に必要な各種データを所有し、かつ車載装置において特定
した当該車両位置をセンター装置に送信することによって、前記路線バスと同様センター
装置での走行条件あるいは修正走行条件算出による交差点無停止走行システムの実現が可
能である。
【産業上の利用可能性】
【００５５】
　上記の如く本願発明は、車載装置ではなくセンター装置に路線バスの交差点無停止走行
制御に必要は各種情報およびび走行条件・修正走行条件の算出動作を集中させることによ
って、比較的簡易に路線バスの交差点無停止走行制御システムの実現を可能にする。
  また、路線バスがバス停留所に到着する前に、路線バス乗降客の有無を検知することに
よって、路線バスのバス停留所への無駄な停止も削減することができる。
  上記によって本願発明によるシステムは、路線バスの停車のための減速、交差点あるい
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はバス停留所での停車、停車後の加速、の頻度が低減し、システムの主たる目的である燃
料消費量・排出ガス量の削減効果に加えて車両走行の安全化・円滑化、ひいては路線バス
の定時運行化にも貢献できる。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】本願発明の基本である「交差点無停止走行制御システム」の第一の基本的考え方
説明図、
【図２】本願発明の基本である「交差点無停止走行制御システム」の第二の基本的考え方
説明図、
【図３】本願発明による路線バス運行管理システム構成例、
【図４】図３に示す本願発明による路線バス運行管理システム中の車載装置の概略動作手
順図、
【図５】図３に示す本願発明による路線バス運行管理システム中のセンター装置演算制御
部、無線通信部概略動作手順図、 　である。
【符号の説明】
【００５７】
　図１、図２、（数１）、（数２）、（数３）、（数４）において、
　　tp ：車両の地点Ｐ通過時刻、
    ta ：車両の交差点Ａ到着時刻、
    topt ：車両の地点Ｐ－交差点Ａ間走行に際しての推奨所要時間、
    vopt ：車両の地点Ｐ－交差点Ａ間走行に際しての推奨走行速度、
　　t2a 、t4a : 交差点Ａ青信号点灯時刻、
　　t3a : 交差点Ａ青信号滅灯時刻、
【００５８】
　　t3a － t1a ＝ t3p － t1p ＝ Ｔp ：交差点Ａ信号周期、
　　t3a － t2a ＝ t3p － t2p ＝ Ｔg :交差点Ａ青信号期間、
    t2a － t1a ＝ t2p － t1p ＝ Ｔp － Ｔg ＝Ｔn 
　　t3p : 地点Ｐを本時刻に通過した車両は走行速度Ｖmax で交差点Ａに向い交差点Ａを
時刻 t3a の青信号滅灯時刻すれすれで通過する。
　　　　 　t3p ＝t3a － Ｄ／Ｖmax　
【００５９】
　　Ｄ：地点Ｐ－交差点Ａ間道路（走行）距離、
　　Ｖmax : 地点Ｐ－交差点Ａ間許容最高走行速度、
　　Ｃ1、Ｃ2、・・、Ｃn :時刻 t1p ～ t3p の間に地点Ｐを通過する車両群、
　　tp1、tp2、・・、tpn :車両Ｃ1、Ｃ2、・・、Ｃn が各々地点Ｐを通過する時刻、
　　ta1、ta2、・・、tan :車両Ｃ1、Ｃ2、・・、Ｃn が各々交差点Ａに到着予定時刻、
【００６０】
　（数５）、（数６）において、
　toptt：修正推奨所要時間　
　voptt：修正推奨走行速度　
　Δt：地点Ｐ通過後の経過時間　
　　　　（本願発明によるバス運行管理システムにおいては、直前の交差点通過後あるい
はバス停留所発車後の経過時間）
　ΔＤ：地点Ｐ通過後の走行距離　
　　　　（本願発明によるバス運行管理システムにおいては、直前に通過したの交差点あ
るいは停車したバス停留所からの走行距離）
　である。
【要約】
　【課題】
　路線バス等あらかじめ運行経路が定められている車両を対象とした交差点無停止走行制
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御機能を有する車両運行管理システム。
　【解決手段】
　運行管理を行う車両の経路情報、前記車両が経路内各交差点を青信号・無停止で通過す
るための走行条件算出に必要な各種情報を有するセンター装置、および車両位置特定機能
を有する車載装置、からシステムを構成し、
　センター装置は、車載装置からの特定地点（例えば交差点等）通過情報を得て、当該車
両が次に通過すべき交差点の特定および前記特定された次に通過すべき交差点を青信号・
無停止で通過するための走行条件を算出して当該車両に通報し当該車両は前記通報された
走行条件で次に通過すべき交差点への走行を開始する、
　当該車両が前記走行を開始後は、センター装置は一定時間経過毎に車載装置からの特定
地点通過後の経過時間情報・走行距離情報を得て修正走行条件の算出を行い都度当該車両
に通報し当該車両は走行条件を前記通報された修正走行条件に順次更新しつつ走行し当該
交差点を青信号・無停止で通過する。
　【選択図】図５
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